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道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。

No.254

2月号

夢と希望に満ちた新成人
明日への飛躍が期待されます



平成14年２月１日（2）

二
十
歳
を
迎
え
て

出
羽
　
俊
樹

二
十
歳
を
迎
え
て
、
い
ま
ま
で
と
は
違
う
心
構
え
で
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。
抱
負
と
し
て
、
心
の
大
き
い
人

間
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

村
田
　
英
明

二
十
歳
に
な
る
こ
と
な
ど
ず
っ
と
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
そ
の
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
光
陰
矢
の

ご
と
し
だ
。
と
も
あ
れ
二
十
歳
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
よ
り

一
層
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

近
況
報
告

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

菅
谷
　
礼
子

二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
両
親
や
た
く
さ
ん
の
人

達
が
い
て
支
え
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、今
の
私
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

両
親
や
た
く
さ
ん
の
人
達
に
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
時
に

怒
ら
れ
る
中
で
一
人
の
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

二
十
歳
と
な
り
、
社
会
的
、
精
神
的
に
大
人
の
仲
間
入
り
し
ま
し

た
が
、
責
任
感
の
あ
る
、
自
分
の
意
志
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
大
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告

専
門
学
校
卒
業
予
定

二
十
歳
を
迎
え
て

小
林
　
　
誠

ま
だ
成
人
な
ん
て
考
え
て
み
な
か
っ
た
僕
も
、
こ
の
時
を
迎
え
る

に
当
た
り
一
歩
大
人
へ
の
仲
間
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
大
分
わ
が
ま
ま
な
自
分
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
今
は
一
生
懸
命

自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
つ
一
つ
の
仕
事
を
覚
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
な
り
に
精
一
杯
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。

一
月
十
三
日
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年
道
志
村
成
人
式
が
華
や
か
に
行
わ

れ
、
色
艶
や
か
な
振
り
袖
や
、
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
二
十
四
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
長
の
式
辞
や
、
来
賓
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
激

励
と
お
祝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
、
水
越
景
子
さ
ん
が
「
大
先
輩
の
方
々
か
ら
戴
い
た
教
訓
を
し
っ
か

り
噛
み
締
め
、
修
養
に
務
め
、
人
格
を
磨
き
、
成
人
と
し
て
の
重
い
責
任
を
果
た
す
べ
き

義
務
、
与
え
ら
れ
る
権
利
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
自
信
と
勇
気
を
持
っ
て
正
し
い
人
生

の
道
を
歩
み
た
い
」
と
力
強
い
誓
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

又
今
年
の
成
人
者
が
中
学
校
の
時
の
担
任
、副
担
任
で
あ
っ
た
恩
師
の
先
生
も
出
席
し
、

り
っ
ぱ
な
成
人
に
な
り
ま
し
た
ね
、
と
激
励
と
お
祝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
者
が
、
趣
向
を
こ
ら
し
制
作
し
た
、
保
育
園
児
か
ら
中
学
校
時
代
の
時
の

思
い
出
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
て
は
、
歓
声
を
あ
げ
た
り
、
思
い
出
話
し
を
す
る
人
な
ど
な
ご

や
か
な
光
景
と
、
盛
大
な
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
日
を
担
う
新
成
人
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

成人おめでとうございます。

は
た
ち
の
し
お
り
に

投
稿
い
た
だ
い
た
新
成
人
一
言
（
敬
称
略
）

成人おめでとうございます。
◆ (2002年 成人式) ◆

佐藤村長の式辞

式典において（国歌斉唱）



二
十
歳
を
迎
え
て

杉
本
　
　
早

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
い
き
た
い
。

二
十
歳
を
迎
え
て

山
口
　
詔
子

無
事
に
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
両
親
・
家
族
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
、
私
は
自
分
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
大
学
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
自
分
の
た
め
に
学
び
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
身
に
付
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
経
験
を
通
し
て
夢
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
私
に
と
っ

て
、
社
会
人
へ
の
第
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告

帝
京
科
学
大
学
理
工
学
部

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
二
年

二
十
歳
の
私
が
思
う
こ
と

佐
藤
　
由
美

こ
の
二
十
年
間
、
と
に
か
く
好
き
な
よ
う
に
生
き
て
き
た
。
そ
ん

な
私
の
我
が
儘
ぶ
り
は
私
を
育
て
て
く
れ
た
親
の
シ
ワ
を
見
れ
ば
よ

く
解
る
。
ま
さ
に
反
省
と
感
謝
の
日
々
だ
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
「
や

っ
て
み
な
け
り
ゃ
わ
か
ら
な
い
」
と
色
々
や
っ
て
み
た
。
け
ど
実
際

は
や
っ
て
み
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
経

験
は
い
つ
か
必
ず
私
を
助
け
て
く
れ
る
。
後
悔
は
な
い
。
い
つ
で
も
、

そ
の
瞬
間
の
私
が
そ
れ
ま
で

の
結
果
で
あ
る
。
い
つ
の
私

も
「
我
が
人
生
に
悔
い
無

し
！
」
と
言
え
る
人
生
を
、

こ
れ
か
ら
も
送
っ
て
い
き
た

い
。

近
況
報
告

老
人
保
健
施
設

へ
の
就
職
が
内

定
し
た
。
フ
リ

ー
タ
ー
。

た
ぐ
ら
い
で
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
有
り
ま
せ
ん
。
二
十
年
間
生
き
て

き
て
今
日
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
両
親
や
友
達
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
つ
の
節
目
で
あ
る
「
は
た
ち
」

を
境
に
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
、
一
歩
一
歩
大
人
に
近
づ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

水
越
　
景
子

こ
れ
か
ら
の
私
達
の
立
場
で
は
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
今
ま

で
と
違
い
大
人
と
し
て
の
自
由
と
権
利
が
あ
た
え
ら
れ
ま
す
が
、
反

面
、
責
任
と
義
務
を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
今
サ
ー
ビ
ス
業
の
仕
事
に
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
人

に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
々
学
ぶ
事
の
毎
日
で
す
。
人
生
の
中
で

学
ぶ
べ
き
事
を
多
く
吸
収
し
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
私
を
育
て
て
く
れ
た
両
親
を
始
め
、
私
が
お

世
話
に
な
っ
た
人
々
、
大
切
な
友
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

近
況
報
告

道
志
川
温
泉
「
紅
椿
の
湯
」
に
勤
務
。

日
々
の
仕
事
に
頑
張
っ
て
い
る
。

二
十
歳
を
迎
え
て

佐
藤
　
拓
郎

二
十
歳
を
迎
え
て
ま
だ
あ
ま
り
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

十
代
と
は
違
い
責
任
や
仕
事
に
対
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
意
志
を
持

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
抱
負
と
し
ま
し
て
時

間
を
大
切
に
し
て
、
有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告

専
門
学
校
の
二
年
で
毎
日
一
生
懸
命
や
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

佐
藤
　
共
也

生
ま
れ
て
二
十
年
、
振
り
返
る
と
楽
し
か
っ
た
事
、
辛
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
大
人
と
し
て
の
責
任
、
長
い
将

来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
る
自
分
。
今
の
自
分
の
存
在
を
親
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

近
況
報
告

父
親
の
友
達
の
会
社
で

毎
日
鉄
筋
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

平
賀
　
保
江

二
十
歳
を
迎
え
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
け
れ
ど
も
、
私
は
二
十
年

間
大
き
な
け
が
も
な
く
病
気
も
な
く
健
康
に
過
ご
し
て
こ
れ
た
こ
と

が
一
番
良
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
親
が
頑
丈
に
産
ん
だ
お
か

げ
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
健
康
に

過
ご
す
こ
と
が
目
標
で
す
。ご
く
当
た
り
前
の
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告

三
月
に
山
梨
学
院
短
期
大
学
を
卒
業
し
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

佐
藤
ゆ
か
り

今
ま
で
出
会
っ
た
人
や
支
え
て
く
れ
た
人
、
両
親
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、大
き
な
心
を
持
っ
た
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
況
報
告

武
蔵
野
女
子
大
学
短
期
大
学
部
で
、

建
築
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

は
　
た
　
ち

佐
藤
　
健
太

小
さ
い
頃
は
、「
は
た
ち
」
と
聞
い
て
も
自
分
と
は
無
縁
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
成
人
式
を
迎
え
、
自
分
自
身

あ
の
頃
と
比
べ
ど
こ
が
変
わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
体
が
大
き
く
な
っ

誓いの言葉を述べる水越景子さん

祝辞を述べる
（渡辺正人先生）

二十歳を迎えて抱負を一言



平成14年２月１日（4）

新
春
恒
例
の
道
志
村
消
防
団
（
団
長

白
井
勝
光
）
の
出
初
式
が
一
月
十
四
日
道

志
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

出
初
式
は
、
総
指
揮
者
の
号
令
に
よ
り

消
防
団
員
及
び
消
防
車
両
入
場
で
始
ま

り
、
人
員
報
告
、
開
式
の
辞
、
団
旗
入
場
、

国
旗
掲
揚
、
団
長
訓
示
、
村
長
挨
拶
、
新

入
団
員
紹
介
・
宣
誓
が
行
わ
れ
、
続
い
て

山
梨
県
消
防
協
会
長
及
び
道
志
村
長
の
感

謝
状
贈
呈
と
消
防
活
動
に
対
し
功
績
が
認

め
ら
れ
た
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。日

頃
は
多
忙
な
生
業
の
か
た
わ
ら
、
崇

高
な
消
防
精
神
と
強
い
責
任
感
を
も
っ
て

火
災
を
は
じ
め
、
各
種
災
害
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
と
と
も

に
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
益
々
複
雑

多
様
化
の
傾
向
に
あ
る
災
害
等
特
に
本
年

度
は
、
米
国
多
発
テ
ロ
の
発
生
に
よ
り
、

防
犯
活
動
に
重
点
を
お
き
、
地
域
住
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
と
し
て
、
日
夜
献

身
的
な
活
動
を
続
け
て
お
り
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

感
謝
状

山
梨
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

退
　
職
　
団
　
長

長
田
達
義

火
災
早
期
発
見
者

出
羽
豊
隆

道
志
村
長
感
謝
状

消
防
施
設
整
備
事
業
協
力
者

杉
本
千
代
満
、
池
谷
知
久

表
　
彰

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

副
団
長
　
大
田
博
文

乙
種
功
労
章

佐
藤
一
彦
、
山
口
　
元
、
佐
藤
万
寿
人

山
本
義
信
、
佐
藤
孝
昭
、
佐
藤
雅
彦
、

杉
本
正
勝

山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

功
　
績
　
章

佐
藤
光
美
、
佐
藤
照
敏
、
山
口
晃
利
、

山
口
義
弘
、
佐
藤
邦
治
、
杉
本
公
夫
、

長
田
勝
彦

山
梨
県
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
長
表
彰

消
防
功
労
者

山
口
壮
一
、
水
越
正
明

都
留
警
察
署
長
及
び

山
梨
県
防
犯
協
会
都
留
支
部
長
表
彰

山
口
忠
彦
、
佐
藤
義
治
、
池
谷
朝
夫
、

出
羽
英
俊
、
山
口
正
彦
、
山
口
力
三
、

杉
本
正
勝

道
志
村
消
防
団
出
初
式

平
成
十
四
年

道
志
村
消
防
団
出
初
式

団旗に注目！！団長訓辞　白井勝光

表 　 彰

小型ポンプ操法



第
十
五
回
新
春
の
富
士
山
麓
を
走
る
道

志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海
駅
伝
競

走
大
会（
南
都
留
郡
陸
上
競
技
協
会
主
催
）

が
六
日
、
道
志
村
役
場
前
に
お
い
て
開
会

式
を
行
い
、
午
前
十
時
に
出
羽
公
昭
副
会

長
の
号
砲
を
合
図
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
、
忍
野
村
役
場
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
五

区
間
三
三
、
七
キ
ロ
（
一
般
女
子
、
中
学

男
女
は
五
区
間
一
八
、
一
キ
ロ
）
の
コ
ー

ス
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
三
村
活
性
化
を
目
的
に
始

ま
り
、
富
士
北
麓
に
新
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
。
出
場
し
た
二

十
六
チ
ー
ム
の
約
百
三
十
人
は
、
う
っ
す

ら
と
し
た
雪
が
残
る
峠
道
や
湖
畔
な
ど
を

力
走
、心
地
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

沿
道
で
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（5）

道
志
村
長
表
彰

特
別
功
労
章
（
三
十
年
勤
続
）

山
口
光
美

功
労
章
（
二
十
五
年
勤
続
）

白
井
勝
光
、
大
田
博
文
、
水
越
正
明
、

杉
本
孝
正

道
志
村
消
防
団
長
表
彰

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
勤
続
）

池
谷
朝
夫
、
佐
藤
孝
法
、
佐
藤
益
弘
、

佐
藤
智
秀
、
平
賀
恵
春
、
佐
藤
進
次
、

杉
本
秀
久

勤
続
章
（
十
五
年
勤
続
）

佐
藤
富
治
、
佐
藤
茂
栄
、
山
口
大
成
、

佐
藤
雅
彦
、
山
口
　
亮
、
山
口
正
信
、

佐
藤
豊
明
、
山
口
主
徳
、
渡
辺
　
弥
、

杉
本
正
治
、
池
谷
寿
男
、
池
谷
　
勝
、

水
越
一
成
、
水
越
嘉
光
、
水
越
照
男
、

長
田
州
弘

優
良
章
（
十
年
勤
続
）

渡
辺
富
吉
、
志
村
　
茂
、
山
口
俊
男
、

山
口
春
男
、
池
谷
芳
彦
、
水
越
一
樹

精
勤
章
（
三
年
勤
続
）

山
口
俊
一
、
諏
訪
本
英
樹
、
佐
藤
勇
樹
、

水
越
弘
道
、
山
口
美
明
、
平
賀
雅
文
、

渡
辺
政
光
、
渡
辺
卓
美
、
山
口
辰
生

新
入
団
員
紹
介

平
成
十
三
年
度
　
新
入
団
員

出
羽
勝
頼
、
出
羽
正
広
、
池
谷
栄
一

道志渓谷～山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海

○
　
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝

▼
一

般

男

子
　
北
富
士
自
衛
隊

▼
一

般

女

子
　
巨
摩
高

▼
壮

年

男

子
　
起
動
輪

▼
南
都
留
郡
町
村
　
忍
野
村

▼
中

学

男

子
　
都
留
二
中

▼
中

学

女

子
　
河
口
湖
南
中

駅
伝
競
走
大
会

新 入 団 員

機械器具及び服装点検

選手宣誓（都留二中、杉田真吾選手）役場前を一斉にスタート

開会式で挨拶　佐藤村長
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▼
一
般
質
問
▲

昨
年
十
二
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
の
要
旨
と
こ
れ
に
対
す
る
村
長
な

ど
執
行
部
の
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

総
務
常
任
委
員
長
　
　
山
口
　
一
昭

一
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、政
府
は
、

手
厚
い
合
併
優
遇
策
を
揃
え
、
合

併
推
進
に
力
を
入
れ
、
合
併
気
運

の
盛
り
上
り
を
計
っ
て
お
り
、
県
下
に
お

い
て
も
、
合
併
協
議
会
が
発
足
し
、
進
め

て
い
る
事
も
き
い
て
お
り
ま
す
。
又
先
頃

の
隣
村
の
秋
山
村
、
上
野
原
町
と
神
奈
川

県
の
藤
野
町
の
三
町
村
が
合
併
に
向
け
た

協
議
を
持
つ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
記
憶

に
新
し
い
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現

下
の
状
況
の
中
で
村
長
は
じ
め
行
政
は
、

合
併
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
、
又
今
後
ど
の
よ
う
な
手
順
で
合
併
の

是
非
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
か
。
も
う

一
度
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
町
村
合
併
問
題
は
、
地
域
の
将

来
や
住
民
生
活
に
及
ぼ
す
事
柄
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
や
地
域

住
民
が
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
将
来
を

ど
の
よ
う
に
創
造
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
で
大
変
重
要
な
選
択
を
迫
ら
れ
て
お

り
、
住
民
の
意
向
が
大
切
で
あ
り
、
言
わ

ば
「
行
政
と
住
民
の
協
同
作
業
」
と
も
考

え
ら
れ
、
十
二
分
に
論
議
を
し
た
上
で
判

断
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

国
で
進
め
て
い
る
市
町
村
合
併
の
背
景

を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
七
項
目
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

一
、
総
合
行
政
体
と
し
て
の
自
治
能
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
。

二
、
地
方
行
政
体
制
の
構
造
改
革
を
進
め
る
。

三
、
社
会
構
造
シ
ス
テ
ム
の
変
化
へ
の
対

応
策

四
、
情
報
通
信
技
術
の
成
果
の
活
用
方
策
。

五
、
新
た
な
時
代
の
積
極
的
な
情
報
公
開

を
進
め
る
。

六
、
地
域
社
会
の
二
十
一
世
紀
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

七
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
れ
る

方
策
と
し
て
画
期
的
な
行
政
改
革
手
法
。

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

道
志
村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
進
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
九
月
定
例
議
会
で
も
申
し
た
と

お
り
、
去
る
十
一
月
か
ら
東
部
広
域
市
町

村
圏
域
の
将
来
像
に
係
る
調
査
研
究
に
着

手
し
、
十
四
年
中
に
調
査
結
果
が
出
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

結
果
に
基
づ
い
て
住
民
へ
の
説
明
会
や
、

意
向
調
査
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本
村
は
置
か

れ
た
地
勢
上
の
制
約
が
有
り
ま
す
。
山
中

湖
方
面
、
都
留
市
方
面
、
秋
山
・
上
野
原

方
面
、神
奈
川
県
方
面
へ
の
通
勤
・
通
学
、

地
域
間
交
流
な
ど
を
進
め
て
い
く
上
で
の

時
間
短
縮
を
図
る
基
盤
整
備
が
今
後
の
市

町
村
合
併
の
根
幹
と
も
い
え
る
基
本
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
有
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
隣

接
市
町
村
に
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に

県
、
国
に
強
力
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
市
町
村
合
併
問
題
と

い
う
の
は
、
合
併
す
る
か
し
な
い

か
二
者
択
一
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
と
い
う

選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。そ

う
し
た
中
で
、
県
下
各
地
か
ら
合
併

問
題
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、こ
う
し
た
中
で
我
々
か
ら
見
て
も
、

合
併
問
題
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
来
て
い
る
と
思
う
訳
で

す
。
合
併
の
是
非
を
決
め
る
と
い
う
こ
と

に
は
村
長
が
申
し
述
べ
た
と
お
り
、
村
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
そ
の
他
の
事
を
取
り

ま
と
め
た
中
で
の
決
定
だ
と
思
う
訳
で
す

が
、
そ
れ
に
は
、
一
つ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
だ
と
か
、
材
料
で
あ
る
と
か
、
道
志

村
の
置
か
れ
た
立
場
、
道
志
の
経
営
資
源

は
何
が
あ
る
の
か
、
合
併
し
た
時
の
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
う
し
た
研
究

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

合
併
研
究
会
の
よ
う
な
組
織
を
立
ち
上
げ

て
既
に
備
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
手
順

に
着
手
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
。

ご
承
知
の
と
お
り
私
共
は
、
二
市

一
町
四
村
で
東
部
広
域
連
合
を
組

織
し
て
お
り
ま
す
。

山
梨
県
に
お
い
て
は
、
東
部
地
域
が
一

番
難
し
い
と
い
う
、
山
間
僻
地
で
あ
る
と

同
時
に
山
脈
で
遮
ら
れ
た
町
村
が
数
多
く

有
り
、
難
し
い
だ
け
に
合
併
で
な
く
連
合

広
域
行
政
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
段
階

で
合
併
論
議
が
ど
ん
ど
ん
加
速
さ
れ
て
来

た
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

道
志
村
は
、
丹
波
山
村
、
小
菅
村
と
同

じ
よ
う
に
一
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
に
遮

ら
れ
て
、
と
に
か
く
合
併
論
議
以
前
に
、

足
腰
の
強
い
自
治
体
を
作
っ
て
そ
の
以
後

で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
厳
し
い
選
択
で
す
が
、
課
題
と
し

て
、
道
志
村
が
置
か
れ
た
立
場
と
い
う
こ

と
を
考
え
た
と
き
に
、
年
毎
に
交
付
税
な

ど
の
手
当
て
が
薄
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

事
実
で
あ
り
ま
す
。
何
処
へ
ど
う
し
よ
う

と
い
う
事
は
具
体
的
に
は
有
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
道
志
村
を
ど
う
す
る
の
か
代

表
者
の
皆
さ
ん
と
も
、
話
を
す
る
訳
で
す

が
、
村
民
の
意
識
を
高
め
て
、
ど
う
い
う

角
度
が
い
い
の
か
、
も
う
少
し
足
腰
を
強

く
す
る
ま
で
頑
張
っ
て
い
け
る
の
か
、
じ

っ
く
り
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
意
見
、
要
望
で
す
が
、
足
腰
の
強

い
村
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
独
自
の
行
政
を

行
な
っ
て
い
く
事
が
一
番
理
想
だ
と
思
い

意
見
、
要
望

議会だより
質問
1

答弁
1

質問
2

答弁
2


